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くらしの情報コーナー Life Information 

水
稲
病
害
虫
防
除
を
実
施
し
ま
す

市
内
の
一
部
地
域
で
、
７
月
20

日
㊊
か
ら
22
日
㊌
に
、
早
朝
よ
り

産
業
用
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ

る
水
稲
病
害
虫
防
除
を
実
施
す
る

予
定
で
す
。

な
お
、
防
除
日
は
天
候
な
ど
に

よ
り
延
期
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
農
政
課
（
６
階
）

☎
⒇
１
５
２
６
、
⒇
１
６
０
４

ご
存
じ
で
す
か
？ 

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
制
度

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
忘
れ

の
状
態
で
、
万
一
、
障
害
や
死
亡

と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
が
発
生
す

る
と
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基

礎
年
金
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
す
る

こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
、「
保
険

料
免
除
制
度
」
や
「
納
付
猶
予
制

度
」
が
あ
り
ま
す
の
で
、
市
役
所

窓
口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

郵
送
で
も
手
続
き
で
き
ま
す
。

令
和
２
年
７
月
か
ら
翌
年
６

月
分
ま
で
の
免
除
等
の
申
請
は
７

月
１
日
㊌
か
ら
受
付
を
開
始
し
ま

す
。
申
請
者
本
人
の
ほ
か
配
偶
者

お
よ
び
世
帯
主
の
前
年
所
得
に
よ

り
審
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
申
請
日
か
ら
２
年
１
カ

月
前
の
月
分
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て

免
除
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
申
請
を
忘
れ
て
い
た
た
め
に

未
納
期
間
が
あ
る
方
は
市
役
所
ま

た
は
年
金
事
務
所
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
本
人
、

連
帯
納
付
義
務
者
（
世
帯
主
、
配

偶
者
）
の
収
入
が
、
令
和
２
年
２

月
以
降
減
少
し
、
か
つ
当
年
中
に

見
込
ま
れ
る
所
得
が
一
定
基
準
以

下
の
見
込
み
と
な
る
国
民
年
金
第

１
号
被
保
険
者
に
つ
い
て
も
、
国

民
年
金
保
険
料
の
免
除
・
猶
予
の

申
請
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
国
保
年
金
課
（
２
階
）

☎
⒇
１
５
０
３
、
⒇
１
６
０
０

　

千
葉
年
金
事
務
所

☎
０
４
３
（
２
４
２
）
６
３
２
０

令
和
２
年
度
交
通
災
害
共
済 

一
般
会
員
募
集

万
一
の
交
通
事
故
に
備
え
て
交

通
災
害
共
済
に
加
入
し
ま
せ
ん
か
？

現
在
加
入
さ
れ
て
い
る
方
は
、
８

月
31
日
で
共
済
期
間
が
切
れ
ま
す

の
で
、
再
加
入
の
手
続
き
を
忘
れ

ず
に
し
ま
し
ょ
う
。
加
入
申
込
書

お
よ
び
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
自
治
会

を
通
じ
て
配
布
す
る
ほ
か
、
受
付

場
所
に
も
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

　
対
象
＝
市
内
に
住
民
登
録
の
あ

る
方
等
／
共
済
期
間
＝
９
月
１
日

～
令
和
３
年
８
月
31
日
／
共
済

会
費
＝
年
額
７
０
０
円
／
受
付
期

限
＝
８
月
31
日
㊊
／
受
付
場
所
＝

生
活
課
、
本
納
支
所

問
生
活
課
（
２
階
）

☎
⒇
１
５
０
５
、
⒇
１
６
０
０

軽
度
・
中
等
度
難
聴
児
の 

補
聴
器
購
入
費
を
助
成
し
ま
す

市
で
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
の

交
付
対
象
と
な
ら
な
い
軽
度
・
中

等
度
の
難
聴
児
に
対
し
て
、
補
聴

器
の
購
入
に
要
す
る
費
用
の
一
部

を
助
成
し
ま
す（
修
理
は
対
象
外
）。

購
入
後
の
助
成
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
必
ず
購
入
前
に
障
害
福
祉

課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
障
害
福
祉
課
（
２
階
）

☎
⒇
１
６
６
６
、
⒇
１
６
１
０

夏
の
交
通
安
全
運
動 

７
月
10
日
～
19
日 

～
交
さ
点　
命
の
き
け
ん
が 

　
か
く
れ
ん
ぼ
～

夏
休
み
の
到
来
に
よ
り
、
交
通

量
の
増
加
が
予
想
さ
れ
、
こ
れ
に

伴
い
交
通
事
故
の
増
加
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。
夏
の
交
通
安
全
運

動
は
、
①
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交

通
事
故
防
止
、
②
自
転
車
の
安
全

利
用
の
推
進
、
③
後
部
座
席
を
含

め
た
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

い
着
用
の
徹
底
、
④
飲
酒
運
転
の

根
絶
を
重
点
目
標
に
実
施
さ
れ
ま

す
。楽

し
い
夏
を
過
ご
す
た
め
に
も

交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

問
生
活
課
（
２
階
）

☎
⒇
１
５
０
５
、
⒇
１
６
０
０

第「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

は
、
全
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非

行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち

の
改
善
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て

力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な

い
安
全
・
安
心
な
地
域
社
会
を
築

こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で

す
。
毎
年
７
月
は
、
運
動
強
調
月

間
・
再
犯
防
止
啓
発
月
間
で
す
。

問
千
葉
県
推
進
委
員
会

☎
０
４
３
（
２
０
４
）
７
７
９
５

社
会
福
祉
課
（
７
階
）

☎
⒇
１
５
７
１
、
⒇
１
６
０
５

第
70
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

屋
内
運
動
場（
体
育
館
）の
工
事

を
行
い
ま
す

市
内
小
学
校
４
校
の
屋
内
運

動
場
に
あ
る
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル

や
サ
ッ
シ
な
ど
の
安
全
性
の
確
保

と
、
地
域
の
避
難
場
所
と
し
て
の

機
能
向
上
を
図
る
た
め
の
工
事
を

実
施
し
ま
す
。

工
事
期
間
中
は
、
屋
内
運
動
場

を
利
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
対
象
の
小
学
校
が
避
難

所
で
あ
る
区
域
の
皆
さ
ん
は
、
引

き
続
き
各
小
学
校
の
教
室
等
が
使

え
ま
す
の
で
、
避
難
所
の
変
更
は

あ
り
ま
せ
ん
。

対
象
＝
東
郷
小
学
校
・
豊
田
小
学

校
・
豊
岡
小
学
校
・
東
部
小
学
校

の
屋
内
運
動
場
（
体
育
館
）

期
間
＝
７
月
中
旬
～
令
和
３
年
２

月
末
（
予
定
）

内
容
＝
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
・
２

階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
サ
ッ
シ
・
照
明
器

具
（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
調
光
式
）
の
取
り
替

え
、
そ
の
他
落
下
対
策

【
問
合
せ
】

・
工
事
に
つ
い
て

　

教
育
総
務
課
（
９
階
）

☎
⒇
１
５
５
７
、
⒇
１
６
０
７

・
避
難
所
に
つ
い
て　

　

防
災
対
策
課
（
４
階
）

☎
�
７
５
８
０
、
⒇
１
６
０
２

お
知
ら
せ


